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２．事業の概要と成果 

 

（１）上位目標の達成度 

 

 

 

 

 

 

ア カンボジア地雷処理センター（ＣＭＡＣ）に技術を移転して、

自立処理能力の向上に寄与 

 ＣＭＡＣに対し、機械と人力による統合処理、ランドリリース

及びマネージメントについて所要の地雷処理技術を移転し、自立

能力の向上に寄与した。 

イ 地域住民に対する安全性の増大に寄与 

 処理跡地において地雷事故は発生しておらず、地域住民の安全

確保に寄与した。なお、８月３日事業地近傍のチサン村において 

対戦車地雷の触雷事故が発生し、住民１名が死亡したが、当団体

の処理跡地ではなかった。   

（２）事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 技術移転 

統合地雷処理能力の向上、ランドリリース能力の向上及び 

マネージメン能力の向上を重点的に技術移転した。 

（ア） ＯＪＴ 

ａ  現場指導 

処理作業効率、工程管理、処理の品質管理、作業管理、 

補給整備管理、安全管理及びブリーフィング要領等の教育を

合計６４回実施した。 

別紙第１「ＯＪＴ実施状況」 

ｂ 計画教育 

機械と人力の統合処理、ＧＰＳ使用法、問題解決技法等の 

教育を合計８回、１６８名に実施した。 

別紙第２「計画教育実施状況」  

（イ） 集合訓練(ＩＴＴＴ) 

  各ＤＵ内のＴＳＯ、小隊長、班長等に対し、ＣＭＡＣ訓練セ 

ンターにおいて指揮官用地雷処理ハンドブックの徹底、マネー 

ジメント能力の教育を２回実施するとともに、ＩＭＣ処理現場 

において統合処理に関する野外実習を実施した。被教育者数は、

５０名／回で、合計１００名に実施 

参考資料「２０１３年度ＩＴＴＴ成果報告」 

（ウ） ＣＭＡＣと合同の巡回評価 

ＣＭＡＣと合同の巡回評価を１月にＤＵ１・２・６の各小隊 

を評価した。 

参考資料「２０１３年度ＩＴＴＴ成果報告」 

      別冊「２０１３年度ＪＭＡＳ・ＣＭＡＣ合同評価成果報告」 

イ 地雷処理 

  ランドリリース方式に基づき、機械処理と人力処理の統合処理

により３０１．３ｈａの地雷原を処理した。（申請書は２８６ｈａ

だがＣＭＡＡ追加要請に基づき目標が２９１ｈａとなった） 

    別紙第３「２０１３年度 処理地雷原」 
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（３）達成された成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事業期では、３ヵ年の最終年度として機械力と人力の統合処理、

ランドリリース方式及びマネージメント技能を主要施策に定めて 

重点的に技術移転を行った。 

ア 技術移転 

（ア）裨益者 

事業編成内小隊長等１６名、事業編成内・外の小隊長等 

３５０名 合計３６６名であった。（ＤＵ2内のＢＣチーム、 

ＤＭチーム、ＣＭＡＣの全人力小隊数の総計は３５０名） 

（イ） 素養試験及び練度評価 

事業内小隊が対象の素養試験において年度当初は、平均 

８５．５点であったが年度終了時には８８点となり全員目標に

到達した。 

別紙第４「素養試験結果集計表」 

また、各個人練度評価目標の８０％に対し、全員の平均点は、 

８０．４％であり、概ね目標に到達した。 

＊ 対象者１６名中９名は、８０％以上の練度を保持 

   別紙第５「各個人毎の能力向上伸び率」  

別紙第６「各個人練度評価表」 

（ウ） ＯＪＴ 

ａ 機械処理と人力処理の統合処理 

    主な管理者の内、第１０２小隊長は機械作業の限界を見極め 

る判断力と作業優先順位の決定力、それに応じたデマイナー班 

増援等の対策策定については、更なる教育が必要である。 

「各個人練度評価表」を参照 

ｂ ランドリリース 

ランドリリースについての基本的な知識・技能が不足して 

いた３名に対しても重点的に教育し概ね、全員が習得した。 

「各個人練度評価表」を参照 

ｃ マネージメント 

      全般的には、専門家の継続的な現場指導等により、マネー

ジメント意識は向上した。 

（a）安全管理 

各隊員の安全管理意識が高くなり、各級指揮官の現場 

における安全指導により、事故は皆無であった。 

（b）品質管理  

今年度処理した全ての地雷原においてＣＭＡＡ及びＣＭ 

ＡＣのＱＡ・ＱＣチームの点検を受け、１件の指摘・指導 

事項も無く全て合格した。 

（c）工程管理 

各級指揮官の工程管理能力は、昨年度に比べ向上したが 

未だ個人差が大きい。 

また、処理作業における機械力（草刈り機を含む）の 

効率的使用による作業効率を追求するための知識及び意識 

改革を引き続き、図っていく必要がある。 
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「各個人練度評価表」を参照 

（エ）ＩＴＴＴ 

     ＣＭＡＣ ＤＵ１～６内の小隊長等、１００名に対し指揮官 

用地雷処理ハンドブックの徹底、マネージメントの能力及び機 

械と人力による統合処理に関する事項を教育して、特に、次の 

能力の向上を修めた。 

ａ  ハンドブックの内容について教育し、知識の向上を図るとと 

もに、教育終了後の試験により、全員が８０点以上の成績を 

修めた。 

   「２０１３年度ＩＴＴＴ成果報告」を参照 

ｂ マネージメント能力 

主として、安全管理及び工程管理について具体例を挙げて 

教育し、知識の向上を図った。 

  「２０１３年度ＩＴＴＴ成果報告」を参照 

ｃ 機械と人力による統合処理 

ＩＭＣのＤＭ処理現場で、ＤＭの性能・諸元、処理要領と 

特性、デマイナー班との連携要領について目と耳で確認させ 

知識の向上を図った。 

     「２０１３年度ＩＴＴＴ成果報告」を参照 

（オ） ＣＭＡＣとＪＭＡＳ合同の巡回評価 

各ＤＵ小隊長等、１３４名に対しランドリリース理解度、地 

雷処理管理要領及びブリーフィング要領を評価した。   

「２０１３年度ＪＭＡＳ・ＣＭＡＣ合同評価成果報告」を

参照  

イ 地雷処理 

    今年度の目標２９１ｈａに対し、３０１．３ｈａを処理した。 

約１０ｈａ増加したのは、当初計画されていなかったＳＶＣ 

道路建設用地を処理したためである。 

また、今年度合計でＡＴ６個、ＡＰ７６個、ＵＸＯ１７２発 

金属破片３３６，５９５個を処理した。 

ウ 危険回避教育（参考） 

   事業近傍地の小学校、行政機関等を主対象に教育を合計３５回 

実施した。（合計被教育者：１，５１６名） 

 事業の終始を通じて実施した危険回避教育は、地元密着型教育 

として広報効果を含め、極めて重要であると考える。 

    別紙第７「「危険回避教育実施状況」 

エ 広報（参考） 

ＪＭＡＳ事業を訪れた日本国内居住者、カンボジア居住者等 

合計６８名の見学者に対応した。 

マスメディアは共同通信マニラ支局取材（世界情勢により掲載 

 延期）、ディスカバリーチャンネル取材を（日本放映日 ２０１４

年３月４日 アジア各国：３月１７日（月））受けた。 

また、在カンボジア日本国大使館後援を受け、アルビレックス 

新潟プノンペンＦＣとコマツ小学生のサッカーイベントを開催 
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した。 

    別紙第８「見学者一覧表」  

（４）持続発展性 

 

ア ＯＪＴ、ＩＴＴＴ訓練等を通じてＪＭＡＳ内小隊に対する技術 

移転は確実に進展したが、ＪＭＡＳ外のＣＭＡＣ小隊に対しては 

限定的であり、依然として技術レベルの格差は大きい。 

このことは、ＪＭＡＳの技術移転が予定通り進展していること 

を示すとともに、常時作業現場において技術指導を行う専門家の 

有用性を示している。 

３ヵ年の実績から、ＪＭＡＳは、ＣＭＡＣ小隊に対する技術移 

転を実施できる自信を得た。 

この技術移転を通じてＣＭＡＣ自ら、技術力を高め作業能力を 

発揮することが可能となる。 

イ 今年度からＪＭＡＳ内小隊のサーベイチームでＮＴＳ（聞き取 

り調査）が実施できるよう錬成したため、処理運用能力が飛躍的 

に向上した。 

今後、地雷処理小隊がマルチ能力を保有するようＣＭＡＣ全組 

織に波及することが期待できる。 

参考資料「ＪＭＡＳ小隊編成の特性」 

ウ ＤＭ及びＢＣチームを各小隊の編成下に入れ、各小隊長の指揮 

で機械処理を実施しているのはＣＭＡＣ内においてはＪＭＡＳ 

内小隊だけである。 

今後、ＪＭＡＳは、この機械と人力による統合地雷処理のため 

の編成及び運用について前項のランドリリースを含め、ＣＭＡＣ 

他小隊に普及していくことを重視していきたい。 

「ＪＭＡＳ小隊編成の特性」を参照 


